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　人工知能（AI）の自然言語処理技術の一つとして、

「固有表現抽出」というものがある。固有表現抽出と

は、文中から人名、地名等の固有名詞や、日付、金額等

を、あらかじめ定義された項目に分類することができ

る技術である。固有表現抽出の一般的なプロセスは、

最初に長い文章を単語に分解し、単語間の係り受けを

判別して、意味を理解することから始まる（図表1参

照）。この技術を利用すると、例えば「東証株価指数

（TOPIX）が月間で4.91％上昇し、2019年1月末に

1567.49ポイントとなりました」という文章（非構造

化データ）から、TOPIXの値である「1,567.49ポイ

ント」という情報（構造化データ）を自動的に抽出する

ことが可能となる（図表2参照）1）。

　この技術は、金融機関の報告書、レポート等の文書

チェック業務などに活用されることが期待される。金融

機関における投資家向けレポートや、監督当局向け報告

書のチェック業務は、記載事項の正確性や、法令上求め

られている事項の有無を確認する重要な業務であるが、

文書量の増加に伴い業務量も増加しており、チェックの

品質を保ちつつも効率化が求められている。また、記載

事項の正確性（例えば文章中に記載されたTOPIXの値）

を確認するにも、現状は担当者の手作業に頼る部分が大

きい。数十頁にわたるレポートの中から記載場所や書き

方も異なっているTOPIXの値を、あらかじめ決められた

ロジックで抽出するのは意外と難しいからである。

　従来型のシステム化の手法では、記載場所の特定や数

値の取得方法を、網羅的にルール化することは困難で

ある。チェックミスを防止するために、人が何重にも

チェックプロセスを重ねるといった対応にならざるを得

ず、自動化への壁が高い業務でもあった。

　こうした業務に固有表現抽出を実現するソリューショ

ン（以下、ソリューション）を用いると、チェックしな

ければならない項目や、法令上求められている事項を文

章の中から自動的に抽出することが可能となる。近年、

このようなソリューションが提供されるようになり、文
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図表1　固有表現抽出のプロセス
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文を構成する単語の掛り受けを判別する

「望遠鏡で」の被修飾語として、
「泳ぐ花子を」と「見た」の二種類が、
文法的にはあり得る。

言語の意味を解釈して文章中又は文章間における
単語間の関係を解析する

望遠鏡で泳ぐ人はいないので、
下の文章の解釈が正しいと判断する

このように、単語間の関連性を解釈し、
必要な情報の抽出を行う。
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1）	テキスト文章のように、「どこに何があるか」が明確に
定められていないデータを「非構造化データ」と呼んで
いる。一方、CSVファイルやExcelファイルのように、
「列」と「行」の概念があり「どこに何があるか」が明確
化しているデータを「構造化データ」と呼んでいる。「非
構造化データ」から「構造化データ」に変換することで、
後続のデータ処理が容易に行えるようになる。

2）	これまで述べた留意点を踏まえ、野村総合研究所でも、
固有表現抽出の精度向上に加えて、人間が利用しやすい
機能を備え、継続的に利用し続けることを意識したソ
リューションの開発を行っている。

書チェックなどこれまで自動化が難しかった業務に対し

て、ソリューション適用の機運が高まりつつある。

　このように固有表現抽出は業務の自動化を高める可能

性があるものの、ソリューションの導入にはいくつか留

意すべき点がある。

　まず1点目は、導入を検討しているソリューションに

人が介在しやすい機能が備わっているかどうかが重要な

ポイントとなる。

　A Iは、機械学習や深層学習（ディープラーニン

グ）の技術進歩に伴い急速に精度が向上したものの、

100%の精度を達成するのは困難である。AIを業務に

活かすためには、AIの処理結果の確認や、誤った処理

を行った際の修正を人が円滑に行えるよう、確認画面や

修正機能など周辺機能の充実がポイントとなる。いかに

AIが人を介さずに業務を行うか考えるより、業務の特

性や必要とされる精度に応じて人とAIの業務範囲を整

理し、どうしたら人が業務を円滑に行えるか、現実的な

視点で考える必要がある。

　2点目は、業務要件の変化に対して、ソリューション

が対応しやすい機能を有しているかである。

　次のようなケースがある。ある金融機関では文書から

必要な情報を抽出する際にソリューションを利用してい

る。当初は十分な精度で情報を抽出できていたが、業務

を継続していく中で精度が低下する問題に悩んでいた。

既存文書の書き方の変化や、新規文書の追加により、未

学習の内容が増えて、当初の学習モデルのままでは正し

く情報を抽出できないことが原因であった。

　継続的な学習にその都度大がかりなチューニングが必

要になると、学習頻度の低下が情報の抽出精度の低下要

因となり、運用コスト面でも課題を抱えてしまう。

　この点、データを抽出するために必要な特徴量（デー

タにどのような特徴があるかを数値化したもの）をデー

タ自体からAIが自動的に学習できるソリューションで

あれば、学習頻度を保ち情報の抽出精度を維持し、継続

的に利用し続けることができる。このような観点から、

ソリューションを導入する際には、業務要件の変化に必

要な、継続的な学習機能の利便性について留意する必要

がある。

　固有表現抽出を用いたソリューションを導入する際は

いくつか留意点があるものの、AIを活用することで、

これまで人手に頼っていた非構造化データを、効率的・

自動的に取り扱うことが可能となる利点は大きい。本稿

を、AIを上手く、長く使いこなせるソリューションを

選定するための参考としてもらえれば幸いである2）。

固有表現抽出を業務に導入する際の
留意点

図表2　構造化された抽出結果
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項目 内容
東証株価指数（TOPIX）が月間で
4.91％上昇し、2019年1月末に
1567.49ポイントとなりました。
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